
■ 静電気対策品への取り扱い注意
本製品は、プラスチックへの導電性付与、こて部・ステーション
部の接地といった静電気対策が施されていますので、下記の
注意を厳守してください。
1. グリップなどのプラスチックは、絶縁物ではなく導電性プ
ラスチックです。修理時には十分注意を払い、活電部の露
出・絶縁材の損傷がない様部品交換、修理を行なうこと。

2. 必ず接地して使用すること。
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排氣噴嘴 × ○ ○ ○ ○ ○

插頭 × ○ ○ ○ ○ ○

部件名稱

有毒有害物質或元素

中國RoHS: 產品中有毒有害物質或元素的名稱及含量

鉛(Pb)
六價鉻
(Cr(VI))

多溴聯苯
(PBB)

多溴二苯醚
(PBDE)

○： 表示該有毒有害物質在該部件所有均質材料中的含量均在SJ/T 
11363-2006 標準規定的限量要求以下。

×： 表示該有毒有害物質至少在該部件的某一均質材料中的含量 超出
SJ/T 11363-2006 標準規定的限量要求。

電路板

鎘(Cd)汞(Hg)

× ○ ○ ○ ○ ○

注意

本品は静電気対策されていますので必ず接地してください。

注意

使用しない時はこて部をこてホルダー
に置いてください。

ノズルの取り付け用ねじを
締めます。

ノズルの中心のねじを
取らないで使用ください。

上から見た図
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ハッコーFR-801
ステーション

電源コード

スタート・ストップボタン

風量調節ツマミ

温度調節ツマミ

パワーランプ

電源スイッチ

ヒューズ

インレット
こて

＜正面＞

＜後面＞

CAL

FPピックアップワイヤー（S）

FPピックアップ

FPピックアップワイヤー（L）

こてホルダー

風量調節ツマミ

ボールの中心を
読みます。
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2. 仕様

3. 安全及び取扱い上のご注意 5. 使用方法

4. 組み立て

品名

電源

消費電力

ハッコーFR-801

AC 100V  50/60Hz

310W

消費電力

風量

設定温度

外形寸法

重量

30W（待機電力100-120V 4W）

5～20l/min.最大

100～500℃（A1130使用時）

160 (W) × 145 (H) × 230 (D) mm

4kg

この説明書では、注意事項を下記のように「警告」「注意」の２つに区分して表示しています。内容をよく理解されて
から本文をお読みください。

警  告： 誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

注  意： 誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定され
る内容を示しています。

注  意

警  告

電源を入れると、熱風及びノズル周辺の温度は100～500℃の高温に達します。
取扱いを誤ると、やけど・火災の恐れがありますので、以下の注意事項を必ず守ってください。

熱風やノズル周辺の金属部分に触れない。
引火性のあるガスや材料、燃えやすいものの近くで使用しない。
ノズルを人や顔に向けない。
周囲の人に「高温につき危険である」ことを知らせる。
使用を中断または終了する時や、その場を離れる時は電源を切る。
部品交換や本品の収納は、本体を冷却してから電源スイッチを切ったあとで行う。
管理責任者の許可なく、経験や知識のない者（子供を含む）が、この製品を使用しないように注意
してください。
子供がこの製品で遊ばないように注意してください。

事故や故障につながりますので、以下の注意事項を必ず守ってください。

こて部を作業台に打ち付けるなど物理的衝撃を与えない。
必ず接地して使用する。
ポンプを分解しない。
本品を改造しない。
交換部品には純正部品を使用する。
水につけたり、濡れた手で使用しない。
コードの抜き差しは、プラグを持って行う。
作業する際、よく換気する。
その他危険と思われる行為は行わない。

● ステーション部

消費電力

全長（除コード）

重量（除コード）

280W

185 (L) mm

115g

● こて部

※ 本製品は静電気対策されています。
※ 仕様および外観は改良のため、予告なく変更することがあり
ますが、あらかじめご了承ください。

A.ステーション

● こてホルダーの取り付け
本体横のこてホルダー取付け用ねじをはずします。
こてホルダーを本体に取付けます。（図１）
（左右どちらでも取り付け可能です。）

B.こて部

●ノズルの取付け用ねじをゆるめ、ノズルを取り付けま
す。（図２）

C.接続・電源を入れる

1. 電源コードをステーション後面のインレットに接続
します。（図４）

2.こて部をこてホルダーに置きます。（図５）

3. 電源プラグをコンセントに差し込みます。

4. 電源スイッチをONにします。
パワーランプが点灯します。

5. 　（スタート/ストップ）ボタンを押します。エアの送
風とヒーター通電がスタートします。

●取外し（QFP）

1. 風量、温調ツマミの調節
風量調節はボールの中心に数値をあわせてください。
調節後温度が安定するまでお待ちください。

警告

サーマルプロテクターが働く場合は、温度設定を下げ
るか、風量を上げるように調節してください。サーマルマル
プロテクターが働く温度、風量設定で使用しないでく
ださい。ヒーター制御機能が故障するおそれがありま
す。風量は5l/min.以上でご使用ください。

2. FPピックアップのセット
FPピックアップのワイヤーをICのリードの下に通して
用意します。（図1）
ワイヤーの幅がICの幅と合わない時は、指で押えるな
どしてワイヤーの幅を調節してください。
PLCC、チップ抵抗等の場合は、ピンセットなどで部品をつ
かみ、取り外してください。

3. 加熱
ICの真上に来るようにこてを持ち、ICのリード部に熱風を
均等に当ててはんだを溶解してください。その時、ノズル
の先端がICのリードに触れないようにしてください。

4. 部品の取り外し
はんだが溶解しましたら、軽くFPピックアップを持ち上
げてICを取り外してください。（図2）

5. はんだの除去
ICを外したあとのはんだは劣化していますのでウィッ
クまたは、はんだ除去器で除去してください。

●取付け（QFP）

1.クリームはんだの塗布
クリームはんだを塗布し、部品を装着します。

2. 予備加熱
図3のように予備加熱を行います。

3. はんだ付け
はんだ付け部に均等に熱風を当ててはんだ付けしま
す。（図4）
4. 洗浄
はんだ付けした後、フラックスなどの洗浄を行ってくだ
さい。

注意

ホットエアーを用いたはんだ付けには、多くの長所があ
る一方、はんだボールの発生やブリッジなどのはんだ
付け不良を引き起こす可能性があります。作業にあ
たっては諸条件の十分な検討をお勧めします。

●　（スタート/ストップ）ボタンを押す
　（スタート/ストップ）ボタンを押すとヒーター冷却の
ため約90秒間自動送風されます。自動送風が終わる
まで本体後面の電源スイッチを切らないでください。

注意

自動送風の風量は、風量調節ツマミの設定により異な
ります。効率的に冷却するためには、自動冷却時風量
を最大に設定されることをお勧めします。

●電源スイッチを切る
自動送風完了後、必ず電源スイッチを切って作業を完
了してください。

●CAL
本製品は温度調節ツマミとは別にヒーターの熱量を
微調節する機能があります。

● 小型プラスドライバーで右（時計回り）にまわすと温
度が高くなり、左（反時計回り）にまわすと温度が低
くなります。

注記：

工場出荷時はセンター（ゼロ）に合わせています。

取扱説明書

1. セット内容と各部名称 最初にセットの内容をご確認ください。

ハッコーFR-801ステーション 1
こてホルダー 1
電源コード
FPピックアップ 1
FPピックアップワイヤー（S） 1
FPピックアップワイヤー（L）........................................ 1
取扱説明書 1

※この製品にはノズルが含まれておりません。
　ICに合わせたノズルを別途お買い求めください。

SMDリワークステーション

このたびはハッコー FR-801をお買い求めいただき
まことにありがとうございます。

お使いになる前に必ず本書をお読みください。
お読みになった後も、後日お役に立ちますので大切に

保管しておいてください。

安全のため以下の注意事項を必ず守ってください。

警  告
サーマルプロテクターが働く（使用中にヒータランプが消灯する）ような温度と風量の設定で本品を使用しないでくださ
い。ヒーター制御機能が故障する恐れがあります。使用後、自動冷却が終わるまで、電源スイッチを切ったり、電源プラ
グを抜いたりしないでください。
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